
（1）

窓
口
に
お
け
る
公
金
の

取
扱
い
の
終
了
に
つ
い
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
不
審
な
電
話
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

年
１
回
の
健
診
は

　
受
け
ま
し
た
か
？

 

令
和
７
｟2
0
2
5
｠年
3
月
31
日
を
も
っ
て
、
り
そ
な

銀
行
、
関
西
み
ら
い
銀
行
及
び
但
馬
銀
行
の
店
舗
窓
口

に
お
け
る
公
金
の
取
扱
い
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
印
刷
の
都
合
上
、
納
付
書
に
当
該
金
融
機
関
名
が

記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
の
で
、
変
更
等
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

 
令
和
7
｟2
0
2
5
｠年
4
月
1
日
以
降
、
窓
口
で
の
納

付
が
可
能
な
金
融
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

市
内
で
、
家
事
・掃
除
の
代
行
サ
ー
ビ
ス
や
住
宅
改
修
な
ど

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
斡
旋
す
る
不
審
な
電
話
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
介
護
保
険
制
度
に
便
乗
し
た
悪
質
な
商
法
や

詐
欺
行
為
等
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
見
ず

知
ら
ず
の
電
話
に
は
安
易
に
出
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電
話

番
号
を
調
べ
る
な
ど
の
対
処
方
法
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
審
な
人
や
見
知
ら
ぬ
人
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、
必
ず

身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、
む
や
み
に
金
品
を
渡
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
不
審
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

｟
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
:0
6
—
6
4
8
9
—
6
6
9
6
｠ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
料
の
普
通
徴
収
は
、
金
融
機
関
窓
口
の
ほ

か
、
尼
崎
市
役
所
本
庁
及
び
各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
、
口
座
振
替
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
の
利
用
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、

納
付
書
裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
窓
口
以
外
の
納
付
方
法
】

窓
口
納
付
が
可
能
な
金
融
機
関

65歳以上の方には、年に１回

胸部レントゲン検査(結核健診)の受診義務があります。

発見の遅れにより家族や周囲の人に感染が広がった事例があります。

介護サービスの利用開始前には、ぜひ胸部レントゲン検査をお受けください。

【お問い合わせ】 感染症対策担当　TEL.06ｰ4869ｰ3062　FAX.06ｰ4869ｰ3049

※結核罹患率とは人口10万人あたりの
　 結核患者数のこと。

全国で年間、10,235人が結核を発病しています。

尼崎市の結核罹患率※は全国の約1.8倍高い水準にあります。

また、患者の約6割以上が高齢者です。

保健所では

1,500円相当の

検査を300円で
受けることが
できます。

【お問い合わせ】 南部地域保健課
TEL.06-6415-6342　FAX.06-6430-6850

健
口
教
室

け
ん    

こ
う

お
い
し
く
食
べ
よ
う

ス
ト
ッ
プ  

フ
レ
イ
ル
!

実施場所 定員数 申込み先実 施 日

立花北生涯学習プラザ

小田南生涯学習プラザ

大庄北生涯学習プラザ

中央南生涯学習プラザ

園田西生涯学習プラザ

12月24日

１月28日

１月31日

2月 7 日

2月12日

（火）

（火）

（金）

（金）

（水）

北

南

南

南

北

各回

20名

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。
生
活
習

慣
病
の
予
防
、
早
期
発
見
の
た
め
に
も
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。【お問い合わせ】 健康支援推進担当　TEL.06-6435-8967　FAX.06-6435-8968

< 12月集団健診の日程 >

日にち 受付時間場　所

16

17

19

20

20

21

23

24

25

26

日（月）

日（火）

日（木）

日（金）

日（金）

日（土）

日（月）

日（火）

日（水）

日（木）

保健所

小田南生涯学習プラザ

武庫西生涯学習プラザ☆

小田北生涯学習プラザ

ハーティ21

保健所

保健所

立花南生涯学習プラザ☆

中小企業センター☆

ハーティ21

8：30

9：30

9：30

9：30

9：30

8：30

8：30

9：30

9：30

9：30

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

11：30

11：30

11：30

11：30

11：30

11：30

11：30

11：30

11：30

11：30

10：00 〜 17：00（土・日・祝日を除く）

集団健診の予約先

※令和6（2024）年度の集団健診は12月までです。

FAX.0120-774-005TEL.0120-552-363

健診費用 無 料 無 料

保 険 証受診券と保険証

資格確認書

受診時に 
必要な物

加入保険

40～74歳年　齢 75歳以上

尼崎市

国民健康保険

資格情報のお知らせ、
資格確認書

又は
又は

その他

加入している
医療保険に
お問い合わせ
ください

後期高齢者

医療制度

1年度（4月1日から翌年3月31日）に1回受診することができます。 

☆もの忘れチェック実施日

　 集団健診と一緒に受けられます。

が
ん
検
診
も
セ
ッ
ト
で

　  

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
ん
検
診
も
セ
ッ
ト
で

　  

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【お問い合わせ】
がん検診担当

TEL.06-4869-3033

り
そ
な
銀
行

但
馬
銀
行

関
西
み
ら
い
銀
行

、

及
び

の

尼崎市のホームページアドレス

https://www.city.amagasaki.hyogo.jp

あ ま が さ き

介 護 保 険

だ  よ  り

発 行 ： 令 和 6 （ 2 0 2 4 ） 年 1 2 月

尼 崎 市 介 護 保 険 事 業 担 当 課
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銀

行

信

用

金

庫

金

庫

信

用

組

合

農
業
協
同
組
合

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

三
井
住
友
、
池
田
泉
州
、
四
国
、
阿
波
、
み
な
と
、

京
都
、
山
陰
合
同
、
南
都
、
徳
島
大
正

尼
崎
、
大
阪
、
大
阪
シ
テ
ィ
、
神
戸
、
北
お
お
さ
か
、
播
州

近
畿
労
働

兵
庫
県
、
兵
庫
県
医
療
、
兵
庫
ひ
ま
わ
り
、
近
畿
産
業

兵
庫
六
甲

近
畿
2
府
4
県
に
あ
る
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

申込み先

『北』 … 北部地域保健課  TEL.06-4950-0637　FAX(06)-6428-5110

『南』 … 南部地域保健課  TEL.06-6415-6342　FAX(06)-6430-6850

　

お
口
を
健
康
に
保
ち
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
こ

と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い

し
く
食
べ
て
、
毎
日
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
「
食
事
」
や
「
お

口
」
に
関
す
る
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

近
く
の
会
場
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。持

ち
物

筆
記
用
具

対 

象

65
歳
以
上
の
市
民

内 

容

講
話
｟
口
腔
ケ
ア
、
低
栄
養
予
防
｠
、
お
口
の
体
操
、

簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
の
実
演
・
試
食
、
全
日
程
同
一
内
容

時 

間

10
時
～
11
時
30
分

実
施
期
間

令
和
7
｟
2
0
2
5
｠
年

※
申
込
は
令
和
7
｟2
0
2
5
｠年
1
月
31
日
ま
で

２
月
28
日
ま
で

ご
依
頼
に
よ
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
交
流
す
る
場
へ
栄
養
士
・歯
科
衛
生
士
が
伺
い
ま
す
。

対 

象

概
ね
65
歳
以
上
の
市
民
団
体 

｟5
人
以
上
｠

内 

容

ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い

「栄
養
・食
生
活
」 

… … 

管
理
栄
養
士
｟栄
養
士
｠の
お
話
と

簡
単
レ
シ
ピ
紹
介

｟要
件
を
満
た
せ
ば
調
理
実
演
も
可
｠

「お
口
の
健
康
」

歯
科
衛
生
士
の
お
話
と
お
口
の
体
操

時 

間

概
ね
１
時
間
程
度

申
込
み

講
座
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
下
記
お
問
い
合
わ
せ
先
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

出
前
講
座

集
団
健
診
で
受
け
ら
れ
る
が
ん
検
診
｟40
歳
以
上
｠

● 
肺
が
ん
検
診 

… 

3
0
0
円

● 
大
腸
が
ん
検
診
【要
検
査
キ
ッ
ト
】 

… 

9
0
0
円

<受診に必要なもの等(年齢・加入保険別)>



（2）あまがさき介護 保険 だより　令和6（2024）年12月

〜 介護サービス利用にあたっての尼崎市からのお願い 〜

【お問い合わせ】 尼崎市消防局　救急課　救急指導担当
ＴＥＬ.０６-６４８１-３９６６　ＦＡＸ.０６-６４８３-５０２３

　

「予
防
救
急
」と
は
、
救
急
車
が
必
要
に
な
る
よ
う

な
「
病
気
や
ケ
ガ
」等
を
ほ
ん
の
少
し
の
「注
意
や
心

が
け
」で
防
ぐ
取
組
み
を
い
い
ま
す
。

　

１
年
間
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
人
の
う
ち
、
半
数
以

上
が
「高
齢
者
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
「予
防
救
急
講
習
」を
受
講
し
て
い
た
だ
き
、

「病
気
や
ケ
ガ
」を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

　

一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

予
防
救
急
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

【お問い合わせ】 包括支援担当課　TEL.06ｰ6489ｰ6356　FAX.06ｰ6489ｰ6528

高齢化が進み介護需要が高まる一方、介護人材は不足しております。

ハラスメントによる介護職員の離職を防ぎ、介護職員が安心して働ける環境を整えることは、

皆さまへの適切な介護サービスの提供につながります。住み慣れた地域で安心して暮らしていただくために、

利用者一人ひとりが介護サービスの適切な利用にご協力ください。

　高齢者のみなさんやその家族、近隣に暮らす方の介護に関するお悩み

や問題に対応します。介護に関する相談や心配ごと、健康や福祉、医療や

生活に関することなど、いろいろご相談ください。

いろいろご相談ください （総合相談・支援）

　できる限り在宅で自立した生活が継続できるよう、介護予防の相談や介護予防ケアプラン

の作成を行います。65歳以上の全ての方を対象とした健康づくり、介護予防を応援するため

の相談を行っています。

在宅での自立した生活のために （介護予防ケアマネジメント）

（権利擁護・虐待防止など） （包括的・継続的ケアマネジメント）

　高齢者のみなさんが安心して暮らせるよう、成年後見制度の紹

介や、虐待防止などに対応します。

権利を守りたい

　高齢者のみなさんを支える地域のケアマネジャーの支援のほか、地域の多様な社会資源

を活用したケアマネジメント体制づくりに力を入れます。

さまざまな方面から支えたい

尼崎市では、12か所の地域包括支援センターを設置しています。ご相談のある場合は、お住まいの地域を担当する地域包括支援センターをご利用ください。

地域の身近な　　　　　 　     として、地域包括支援センターをご利用ください！相談窓口相談窓口

　

認
知
症
の
方
が
日
常
生
活
に
お
け
る
偶
然
な
事

故
に
よ
り
、
他
人
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、
他
人
の

財
物
を
壊
し
た
等
に
よ
っ
て
、
ご
本
人
や
ご
家
族

が
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
、
そ
の
賠
償
金
を
補
償
す
る
保
険
で
す
。

｟１
｠認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償
責
任
保
険

【
保
険
加
入
対
象
者
】

尼
崎
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
以
下
の
３
つ
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
。

尼
崎
市
「
認
知
症
み
ん
な
で
支
え
る
S
O
S
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
登
録
者

1.

在
宅
生
活
者

2.

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
認
知
症
状
等
が

一
定
見
ら
れ
、
自
身
で
外
出
が
可
能
な
方
｟
※
｠

3.

※
要
件
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保険料は市が負担
※市が保険契約者となります。

費用は無料！

上限１億円

保険金額は？

本人（＝加入要件を満たす
認知症の方）

配偶者・生計を共にする
同居親族  など　

被保険者は？

　

認
知
症
で
行
方
不
明
に
な
る
心
配
が
あ

る
方
の
氏
名
や
写
真
を
事
前
に
登
録
し

て
お
く
と
、
そ
の
方
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
場
合
に
、
警
察
と
市
が
連
携
し
、
発
見

の
協
力
を
申
し
出
て
い
る
機
関
へ
行
方
不

明
者
の
情
報
を
提
供
す
る
事
で
、
早
期
発

見
・
保
護
に
つ
な
が
る
仕
組
み
で
す
。

｟
２
｠
認
知
症
み
ん
な
で
支
え
る

               

S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

｟
１
｠
・
｟
２
｠
と
も
、
お
申
込
み
は
お
住

ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

捜索願

共　有

協力依頼

【 発見協力機関 】
社会福祉協議会事務局、

見守り協定事業所、

介護施設など

詳細は上記QRコードでご確認いただくか、下記担当課までお問い合わせください。

　

令
和
２２｟
２
０
４
０
｠年
に
は
、６５
歳
以
上
の
約
３
人
に
1
人
が

認
知
症
か
軽
度
認
知
障
害
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、「
認
知
症

へ
の
理
解
」や「
地
域
で
の
支
え
合
い
」が
と
て
も
大
事
で
す
。

　

こ
の
講
座
は
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
受
講
者
を
対

象
に
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
な
ど
を
さ
ら
に
深
く
学
び
、市

が
実
施
す
る
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
に
対
し
て
の
支
援
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の
活
動
に
活
か
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
講
座
で
す
。

　

受
講
後
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
細
は
下
記
Q
R
コ
ー
ド
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

下
記
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認知症の方が安心して外出できる取組

日 

時

12
月
20
日　
　

10
時
～
11
時
ま
で

場 

所

尼
崎
市
北
部
防
災
セ
ン
タ
ー

｟
尼
崎
市
北
消
防
署
｠

受
講
料

無
料

詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

消
防
局
救
急
課
救
急
指
導
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。詳細は下記QRコードより

市ホームページをご確認ください。

【お問い合わせ】 健康増進課
TEL.06-4869-3033　FAX.06-4869-3049

　

尼
崎
市
は
「
高
血
圧
ゼ
ロ
の
ま
ち
」
モ
デ
ル
タ
ウ
ン

と
し
て
、
市
内
公
共
施
設
へ
の
血
圧
計
の
設
置
や
、

血
圧
記
録
帳
の
配
布
、
血
圧
の
継
続
測
定
に
対
す

る
あ
ま
咲
き
コ
イ
ン
の
付
与
（※
）な
ど
の
取
組
を
実

施
し
て
い
ま
す
！

　

高
血
圧
予
防
の
た
め
、
ま
ず
は
自
分
の
血
圧
を
知

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

尼
崎
市
は

の
ま
ち
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
で
す
。

高
血
圧
ゼ
ロ

高
血
圧
ゼ
ロ

あま咲きコイン付与対象 ポイント数

血圧継続測定(１カ月ごと)

血圧計の購入(年度１回）

30 ｐ

200 ｐ

※付与窓口は尼崎市保健所です。

予
防
救
急
講
習

「血圧計設置と血圧記録帳の配布について」

受付期間：令和6(2024)年4月〜令和7(2025)年3月末

『認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
』

認
知
症
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
?

日 

時

令
和
7
｟2
0
2
5
｠年
2
月
20
日
｟木
｠

13
時
30
分
～
16
時
30
分

場 

所

小
田
南
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ 

3
階 

ホ
ー
ル

対
象
者

過
去
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
、

週
1
回
か
ら
月
1
回
程
度
活
動
で
き
る
方

　

加
齢
に
伴
い
、心
身
の
活
力｟
筋
力
や
認
知
機
能
、社
会
と
の

つ
な
が
り
な
ど
｠が
低
下
し
た
状
態
を「
フ
レ
イ
ル
」と
い
い
、適

切
な
対
策
を
行
え
ば
元
の
健
常
な
状
態
に
戻
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、フ
レ
イ
ル
予
防
の
基
礎
知
識
や
簡
単
な
測
定

方
法
等
を
学
び
、市
が
実
施
す
る
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
毎

日
を
送
る
た
め
の
秘
け
つ
を
啓
発
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

の
活
動
に
活
か
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座
で
す
。

　

受
講
後
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
細
は
下
記
Q
R
コ
ー
ド
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

下
記
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』

フ
レ
イ
ル
予
防
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

日 

時

令
和
7
｟2
0
2
5
｠年
2
月
19
日
｟水
｠

10
時
～
17
時

場 

所

中
央
北
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ 

３
階 

小
ホ
ー
ル

対
象
者

月
2
日
程
度
活
動
で
き
る
方


